
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山商事株式会社（本社：広島県福山市／代表取締役社長：青山理
おさむ

）は、10 月 1 日（土）の「ネクタイ

の日」を記念し、通常の２倍の生地を贅沢に使用したネクタイ「セッテピエゲ」を全国の洋服の青山    

全店および洋服の青山オンラインストアで発売します。今回発売する「セッテピエゲ」は、ランパス株式

会社（兵庫県神戸市）の商標登録商品です。 

 

クールビズの浸透によりネクタイ離れが顕著な中、今夏は「ドレスアップへの回帰」という傾向が見ら

れましたが、秋冬においてもカジュアル化の反動からドレスアップ、特にネクタイへの関心が高まってい

ます。こうした背景から、ネクタイの原型に近い製法で作られた、上品かつラグジュアリーなネクタイ、

セッテピエゲをファッション感度の高いビジネスパーソンにご提案します。 

 

セッテピエゲはイタリア語で“７つ折り”という意味です。通常のネクタイは芯地を使用し３つ折りで

縫製されていますが、セッテピエゲは大剣と呼ばれる幅の広い部分を７つ折りにするため、通常の２倍の 

生地を使い高い縫製技術を必要とします。この製法は芯地を使用しないため、締めた時にふんわりと柔ら

かく結ぶことができ、ディンプルと呼ばれる結び目のくぼみが美しく仕上がるなど、お洒落でラグジュア

リーな印象を醸し出します。 

さらに、今回の商品では、雨や飲食での汚れを防止するため撥水・撥油性能を施しています。 

 

 

 

 

2016 年 9 月 27 日

２本分の生地を使用した高級ネクタイを発売 

ランパス社の「セッテピエゲ」１０月１日から 

《本件に関するお問い合わせ先》 

青山商事株式会社 東京本部広報室 竹野、鈴木 

〒110-0005 東京都台東区上野 4-5-10 ＴＳＣ ＴＯＷＥＲ 7Ｆ 

ＴＥＬ:03（5846）5656  MAIL: pr @aoyama-syouji.co.jp 

【SETTE
セ ッ テ

 PIEGE
ピ エ ゲ

 商品概要】 

 ブランド：パーソンズフォーメン 

 大 剣 幅：7.5cm（最も幅が広い部分） 

 色 柄：無地 5 色（ネイビー・ブルー・ 

     グリーン・ボルドー・ブラウン） 

 価 格：4,900 円(税抜) 

 展開数量：20,000 本 

 販売店舗：洋服の青山 全店 

     洋服の青山オンラインストア 

※「SETTE
セ ッ テ

 PIEGE
ピ エ ゲ

」はランパス(株)（兵庫県神戸市）の

商標登録商品名です。 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ネクタイ幅の違いについて 
ネクタイの幅はジャケットのラペル (下襟 )の幅とネクタイの大剣幅を合わせるの

が一般的です。そのためスーツのシルエットや流行によってネクタイの幅も変化していき

ます。 

 

・ネクタイの長さについて 
締めた時にネクタイの大剣の先がベルトのバックルの真ん中辺りにくるのが一般的です。

短すぎたり長すぎたりすると、だらしのない印象になってしまいます。 

 

・「たるみ糸」について 
たるみ糸とは、大剣または小剣の裏側についているルー 

プ状の余り糸のことです。（右画像参照）これは芯地とネク 

タイ生地を一体化させている重要な糸です。ネクタイを結 

ぶ際にたるみ糸が連動することで生地の破損を防ぎ、自然 

に伸び縮みする柔軟性が生まれ、締め心地に直結する役割 

を果たしています。主に上質なネクタイに見られる仕様で 

す。 

 

 

 １０月１日は「ネクタイの日」 

1884 年（明治 17 年）10 月 1 日に、帽子製造業者だった小山梅吉氏が日本で初めてネクタイ 

を製造したことを記念し、日本ネクタイ組合連合会が 1971 年（昭和 46 年）に制定しました。 

因みに日本で一番早くネクタイを販売したのは東京日本橋区橘町で洋品雑貨商を営んでいた

田中力蔵氏で、1882 年（明治 15 年）に輸入品のネクタイを販売したのが始まりです。 

 

【参考資料】 

 ネクタイの起源 

ネクタイは英語ですが、フランス語ではクラバットと呼ばれています。17 世紀にフランスの

ルイ 14 世はクロアチア兵士が首に巻いていたスカーフに興味を示し、側近の者に「あれは何だ」

と尋ねた際側近はスカーフのことを聞かれたにも関わらず、「クラバット（クロアチア兵）です」

と答えたことから、以来ネクタイをクラバットと呼ぶようになりました。また、兵士が巻いてい

たスカーフは無事に戻ってくるようにと妻や恋人からお守りとして贈られたものでした。 

 
＊ノット＝結び目 

 豆知識 

・ネクタイ幅の違いについて 
ネクタイの幅はジャケットのラペル (下襟 )の幅とネクタイの大剣幅を合わせるの

が一般的です。そのためスーツのシルエットや流行によってネクタイの幅も変化していき

ます。 

 

・ネクタイの長さについて 
締めた時にネクタイの大剣の先がベルトのバックルの真ん中辺りにくるのが一般的で

す。短すぎたり長すぎたりすると、だらしのない印象になってしまいます。 

 

・「たるみ糸」について 

たるみ糸とは、大剣または小剣の裏側についている 

ループ状の余り糸のことです。（右画像参照）これは 

芯地とネクタイ生地を一体化させている重要な糸です。 

ネクタイを結ぶ際にたるみ糸が連動することで生地の 

破損を防ぎ、自然に伸び縮みする柔軟性が生まれ、                  

締め心地に直結する役割を果たしています。主に上質 

なネクタイに見られる仕様です。 
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・プレーンノット  

 
ネクタイの結び方で最も基本の形といわれています。 

簡単でネクタイも痛みにくく、ほとんどのシャツの 

襟型に対応する万能型です。主にレギュラーカラー 

やタブカラー等の襟型が鋭角なシャツに合う結び方 

です。 

・ダブルノット 

 
プレーンノットを 2 回巻くように結ぶため、結び目 

にボリューム感を持たせることができるのが特徴で 

す。存在感があるので、ボタンダウンシャツやセミ 

ワイドカラーシャツなどにマッチします。 

 

・セミウインザーノット 

 
ノットの形状が大きく、三角形に近いフォルムにな 

る結び方です。ほとんどのシャツと相性がよく、ネ 

クタイの柄をしっかり見せながら、襟まわりに上品 

な印象を演出してくれます。 

  

・ウインザーノット 

 
幅広くボリュームのあるノットに仕上げる結び方 

で、ワイドカラーシャツなど襟の角度が広いシャツ 

と組み合わせるのがオススメです。 
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 結び方の基本４パターン  ＊ノット＝結び目 

結び方はシャツの襟型で使い分けます。 


